


















ランプ: High Intensity Discharge lamp )が主流である。これには高圧ナトリウムランプ、メタルハ
ライドランプ、水銀灯の 3 種がある。その他
蛍光ランプ、白熱ランプがある。蛍光ランプ
は開発途上のものもある 。 図 1 は最近開発さ
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図 2. 各種光源の分光エネルギー
以上述べた光源は、効果、コスト等を考慮に入れた上で、それぞれの用途、場面に適した選択が
行われてきた。しかし、発光ダイオード (LED) 、半導体レーザー (LD) 等新たな特徴を持った光
源が実用化された現在、より効率的な植物生産のために、これまで使用されてきた光源が最適なの
かどうか、考え直してみる必要がある。そのことを裏付けるものとして、各研究室での植物栽培の














の効果がもっとも大きく、葉の正常な形態形成には青色光 (420 '" 470nm) が有効である。
スベクトノレを変えた実験によってわかってきたことは、植物が健全に生育するためには、赤色光と
青色光のバランスよく照射されることがなによりも不可欠である。この二つのスベクトルの割合を
現すのに R/B 比が用いられている。この値は植物によって異なり、一般には 1"'10 の範囲が生
育に良い結果を与えている。


















光源として LD (EL・65・18-4波長 650nm 出力 5mW) 9 個と、青色 LED (383UBC 波長 450nm
出力 600mcd) 9 個を使用した。もっと数を多く使用する予定であったが研修予算削減により、最
低の数、光量での実験となった。




















育実験を 12 月から 3 月末まで、行った。
一番目の実験として、子葉が開いた時期から青色
LED のみを光源として、 12 月初めから 1 ヶ月間栽培




化の傾向が強く、 12 月、図 6 のように枯死寸前の状
態になった。栽培実験中室内はスチーム暖房されて
いるため、昼間の最高温度 25 0C、夜間の最低温度は
15 --17 0C と、温度条件は良好であった。ただし湿度
は低く昼間は 20%以下、夜間は 40'" 50 %であった。
照射する時間は朝 6 時から夕方 6 時までの 12 時間、
タイマーにより制御した。
二番目の実験として、赤色 LD 9 個のみを光源とし











三番目の実験として、 2 月末から 3 月末まで
の 1 ヶ月聞は(現在も継続して栽培している)、
LD の光量と、 LED の光量の比、すなわち





















今年度は研修予算も当初の予定と異なり削減され、十分な LD、 LED の購入ができず、光量不足
が課題として残った。また光源パネルが 1 組しか製作できなかったため、三種類の実験が同時進行
できず、 1 つの実験を短期間で取りやめることになってしまった。光源も連続光 (CW) による照
射が中心になった。
次年度は LD、 LED の数を増やし、光源パネルもいくつか製作したい。 また光量の増加、栽培す
る植物の種類も増やしたい。植物の生育に欠かせない温度、培養土についても吟味し、最適な条件
で実験を進めたい。光源はパルス照射の方が連続光よりすぐれているとの報告もあるので、その中







普及が見込まれている、 DVD 書き込み用の波長 65伽m 前後、出力、数 mw クラスの赤色半導体レ
ーザーの価格は 1000 円程度とまだ高価である。しかし将来は LED の価格並に下がってくるだろう。
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